
 

  

プログラムマネージャー 

の育成・活躍推進プログラム 

（PM 研修） 

 

令和８年度（第１２期）公募要領 

 

 
公募期間 

令和８年４月２２日（水）～ 令和８年６月８日（月）正午 
 

応募締め切り 

令和８年６月８日（月）正午 

 

 



 

 



 

- 1 - 
 

目    次 

 

Ⅰ．「プログラムマネージャーの育成・活躍推進プログラム（PM 研修）」について ２ 
（１）PM研修の目的と育成を目指す PMの基本的人材像・基本的能力   ３ 

（２）PM研修の構成        ４ 

（３）PM研修の特色と主なメリット      ６ 

（４）研修生に求められるもの       ７ 
（５）PM研修のプログラムについて               ７ 
（６）メンターによる助言について      ９ 
 
II．公募・選考について                          １１ 
（１）公募・選考スケジュール                      １１ 
（２）採択予定人数                           １１ 
（３）応募者の要件                           １１ 
（４）選考方法                             １２ 
（５）選考基準                             １２ 
（６）利害関係者の排除                         １２ 
（７）秘密保持                             １２ 
（８）選考結果の公表                          １２ 
（９）応募に際しての注意事項                      １３ 
（１０）研修生資格の中断・取消                     １３ 
 
III．応募方法について                         １３ 
（１）応募方法           １３ 
（２）提出書類           １３ 
（３）注意事項           １４ 
 
応募者提出書類様式（記載要領）            １５～１９ 

１．応募者の基本情報 様式１                  ２０～２１

２．小論文 様式２                           ２２ 

３．PM として求められる能力の自己評価 様式３      ２３～２４  

４．個人情報の取扱いに関する同意書 様式４       ２５

５．所属機関の同意書 様式５         ２６

６．所属機関における上長等の連絡先（任意） 様式６      ２７ 

 

JST 事務局及び問い合わせ先 
 



 

- 2 - 
 

I.「プログラムマネージャーの育成・活躍推進プログラム（PM研修）」について 

  国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）は、世界トップレベルの研究開発を行うネットワ

ーク型研究所として、未来共創イノベーションを先導します。 

国内外の人材、知、資金を活用し、新しい価値の創出とその社会実装を迅速に進めるために

は、大学、公的研究機関、企業の連携によるオープンイノベーションのより一層の推進ととも

に、これをマネジメントするプログラムマネージャー（PM）の重要性が高まっています。 

このような状況を踏まえ、JST では、ネットワーク型研究所としての取組を生かし、平成２７

年度にプログラムマネージャーを育成するための「プログラムマネージャーの育成・活躍推進

プログラム」（以下「PM研修」という）を創設し、運営しています。 

「第７期科学技術・イノベーション基本計画」においては、第６期基本計画の課題を踏まえ、

人材面においては研究力強化には研究開発マネジメント人材等の多様な専門職や職員の協働が

必須となる中、その活動基盤は十分とは言えず、大学等の組織力を高めるために多様な科学技

術人材の育成・確保が一層必要とされています。そのため、大学等の研究力強化に向けて、文

部科学省において、「研究開発マネジメント人材の人事制度等に関するガイドライン」が策定さ

れたところです。 

今後、PM の活動基盤として、組織全体で人材を一体的に管理し、明確なキャリアパスを整え

ることで、多様な職種が連携して組織を動かす環境整備が図られ、特に人脈形成や調査分析力、

行動変容が身につけるべき不可欠な能力になると思われます。 

このようなイノベーション創出における専門職としてのマネジメント人材の育成や活躍支援

の必要性を踏まえ、JST では、若手研究者の多様なキャリアパスの一環として、研究をバックグ

ラウンドとし、自らの研究成果や研究分野への知識を強みとしてマネジメントにおいて活躍す

る人材が、PM研修から生まれることを期待しています。実際に、PMは我が国におけるイノベー

ションエコシステムの構築の中核を担う人材であり、オープンイノベーションのより一層の加

速により、その活躍の場も広がりつつあります。 

一例として、JST における PM制度の導入例としては、未来社会創造事業では、PM が大胆な権

限付与のもと、研究開発プロデューサーとして研究者をキャスティングし、我が国トップレベ

ルの知識の結集を図っており、共創の場形成支援（COI-NEXT）においては、ステークホルダー

との議論等を通じて地域の社会課題を見極め、当該社会課題の解決に寄与するグローバル水準

の研究成果の創出と将来の自立的・持続的な産学官共創拠点の形成を目指しています。また、

内閣府によるムーンショット型研究開発事業においては、PM が目標達成および研究開発構想実

現に至るシナリオの策定など、研究開発プロジェクトの提案者および推進責任者として活躍し

ています。 

このように、PMの重要性は高まり、研究者や多様なステークホルダーとともに分野融合的な

新しい取組をプロデュースする人材の確保が急務となっています。この要請に応えるべく、JST

では令和８年度も PM 研修における研修生の募集を行います。 
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（１）PM研修の目的と育成を目指す PMの基本的人材像・基本的能力 

① PM 研修の目的 

我が国において不足しているといわれている、オープンイノベーションでの研究開発

等を主導するプログラムマネージャーを、講義・演習やマネジメントの実践を通じて育

成します。また、研修後の修了生間のネットワーク構築等の取組や情報提供等を通じて、

マネジメント人材としての活躍をサポートします。 

② PM 研修で想定する PM 人材の３類型 

PM 研修では、PM人材の属性として、以下の３類型を想定し、それぞれの連携と強みを

生かす形での育成、研修修了後のマネジメント人材としての活躍推進を目指しています。

引き続き、３類型に等しく応募を募るとともに、特に次の「ⅰ)研究をバックグラウンド

とした人材」については、前出２ページに記載の通り、自らのキャリアパスの一環とし

て、PM 研修を通して PMとして活躍されることを期待します。 

ⅰ）研究をバックグラウンドとした PM人材： 

自らの研究成果や研究分野への知識を強みとして活躍する人材 

ⅱ）企業や研究開発法人等での開発・事業化経験等をバックグラウンドとした PM 人材： 

自らの事業化経験等により培われたマネジメントの専門知識やネットワークを強

みとして活躍する人材 

ⅲ）研究開発のマネジメント経験をバックグラウンドとした PM人材： 

 URA や研究開発法人における研究開発のマネジメント業務、ファンディング・エー 

ジェンシーにおけるプログラム運用を通じて培われた専門的なマネジメントスキ

ル等を強みとして活躍する人材 

③ PM 研修が目指す PM人材像（図１参照） 

 PM 研修で身につけた力を、さらに研修修了後に各々の業務経験等を通じて目指す人材

像として以下の力を備えた PM人材像を掲げています。 

・ありたい未来社会を描き、挑戦すべき社会課題を自ら掲げた上で、優れた研究成果や

技術の異分野融合により、経済・社会へ大きな革新をもたらすことを目標とする挑戦

的な研究開発プログラム等を企画・立案できる人材 

・組織の枠を超えて優れた研究者や技術者と協働し、複数のプロジェクトを束ねて実行・

管理ができる人材 

④ PM 研修で身につける力（図１参照） 

 PM に求められる基本的な能力として、「社会のニーズを把握する力」、「新たな価値を

創造する力」、「プログラムを推進する力」、「プログラムを管理する力」を想定し、専門

的知識や技術は、この４つの能力が備わってこそ第一線で発揮されると考えています。 

PM 研修では、この４つの能力を極力バランスよく、かつ効率的に習得できるよう、演

習や実践をふんだんに取り入れた研修カリキュラムを準備しています。また講師陣は第

一線の先生方をお招きしています。  
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図１.PM 研修が目指す PM人材像と PM 研修で身につける力 

 

（２）PM研修の構成 

PM 研修は、第１ステージと第２ステージで構成されています（図２参照）。２つのステージで

研究開発プログラム等の企画・提案を科学技術的アプローチ（研究開発課題を設定し、科学技

術によりその解決を図る）を活用しながら行います。研究開発等のフィージビリティスタディ

活動（以下「FS活動」という）までのプロセスを通して、PMに必要な知識やスキル等を身につ

けるとともに、大学・研究機関・企業の研究者等との人的ネットワークを広げるなど、PM に必

要な能力の向上を図ります。第１ステージのみへの参加も可能です。大学、企業、研究機関等

の研究マネジメント人材候補者となる対象者への周知等を行い、研修生間での研鑽やネットワ

ーク構築による研修効果の更なる向上を図っています。 

社会のニーズを 
把握する力 

新たな価値を 
創造する力 

プログラムを 
推進する力 

プログラムを 
管理する力 

④ PM研修で身につける力 

企画 実行 

 ありたい未来社会を描き、挑戦すべき社会課題を自ら掲げた上で、大きな波及効

果をもたらす革新的技術や新たな価値創造を目指す研究開発プログラムを企画・

立案し、組織の枠を超えて、専門的知識や技術を持った人材とともに、第一線の研

究者と連携しながらプログラムの目標達成を目指して実行・管理する者。 

③ PM 研修が目指す PM 人材像 
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第１ステージ（１年間） 

令和８年度の PM 研修生(以下「研修生」という)は２０名程度を予定しており、外部有識者

による委員会（以下「委員会」という）により選考されます。講義・演習を通じて、PM に必

要な知識・スキルを学び、JST が委嘱したメンター（以下「メンター」という）の助言を受け

つつ、必要に応じて関連する研究等を実施している大学・研究機関・企業の関係者へのイン

タビュー等の情報収集活動を進め、自らが構想する研究開発プログラム等の提案書（以下「提

案書」という）を科学技術的アプローチ（研究開発課題を設定し、科学技術によりその解決

を図る）を活用しながら作成していただきます。この間に研修生の人的ネットワークの構築

も期待されます。 

 

第１ステージ修了認定  

以下の条件を満たした研修生は第１ステージの修了が認められ、修了者には修了証書を発

行します。 

・講義・演習に原則として 80%以上出席していること。 

・メンターの了解を得て提案書の作成が完了し、期日内に提出していること。 

・第 1 ステージの講義・演習を通じて、PM を目指す者として期待される最低限の基礎

的な知識・スキルなどを活用しながら、自らが構想する研究開発プログラムを提案書

という形で、一定の説得力のある内容にまとめ上げることができたと認められるこ

と。 

 

第２ステージ（１～２年間） 

第１ステージで作成した提案書等を委員会が審査し、７名程度が第２ステージの研修に進

むことになります。第２ステージに進んだ研修生は、メンター等からの助言を受けながら、

図２．PM研修の構成 
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FS 活動を通じて、科学技術的アプローチ（研究開発課題を設定し、科学技術によりその解決

を図る）に基づく研究開発シナリオを高度化させるとともに、PMに必要な能力等を身につけ

ます。第２ステージにおける FS 活動の経費として、一人当たり５百万円を上限として JST が

費用を交付します。 

 

第２ステージ研修生に係る修了認定  

（第２ステージの修了認定） 

以下の条件を満たした研修生は、第２ステージの修了が認められ、修了者には修了証書を

発行します。 

  ・目指すべき PM像とその能力等を明確にし、第２ステージの FS活動等を通じて PM に求めら 

   れるプログラム推進・管理力と実践的な能力等が育成され、研修修了後、マネジメントを 

   実践し活躍できる能力があると認められること。 

 

修了後の活躍推進支援  

PM 関連情報の提供等、修了者の活躍を支援いたします。特に、JST 等が実施する様々な事

業と連携し、PMをはじめとしたプログラムマネジメントに携わる職や、マネジメント人材と

して活躍できるプログラムの募集があった場合に、情報提供などのサポートいたします。ま

た、修了生同士の交流・情報交換の場等も企画しサポートいたします。なお、修了生の活躍

の様子は下記にてご覧いただけます。 

 https://www.jst.go.jp/innov-jinzai/program/pm/success/index.html 

 

（３）PM研修の特色と主なメリット 

このような考え方で構成された PM研修は、各機関における個別研修や、外部機関の既存の

研修コース等では得られない特色とメリットがあります。 

① 将来 PM を目指す意欲の高い多様な分野やセクターに属する研修生同士が、本格的な討

議や演習などを通じ、単に相互に刺激し研鑽するだけでなく、研究開発プログラム等の

共同実施等に発展するなど、研修修了後も引き続き研修生（修了生を含みます）間のネ

ットワークが構築できます。 

② 第一線で活躍するメンターから親身の助言を受けつつ、様々な情報収集やインタビュー

などを通じて、研修生自らのマネジメント人材としての方向性の明確化や研究開発プロ

グラム等の構想力の育成、プログラムを実現するための幅広い人的ネットワークの構築

等が期待できます。 

③ 第１ステージの講義・演習の受講料は無料です。第１ステージの講義・演習に参加する

ための旅費を支給します。ただし、企業からの参加者については、支給対象外です。 

※「企業からの参加者」とは、第 1 ステージ実施時において、主たる所属が株式会社等、

民間企業の職員である者を指します。 
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④ 第１ステージの提案書を作成するために必要な情報収集活動等に対し、一定額の経費負

担を行います。 

⑤ 第２ステージにおける FS活動の経費として、一人当たり５百万円を上限として JST が費

用を交付します。 

⑥ 第２ステージでは、通常の業務では得られない実際のプログラムにおけるマネジメント

を体験できます。 

⑦ 研修修了後は、活躍を推進するサポート（情報提供など）を受けることができます。 

 

（４）研修生に求められるもの 

将来的に PM として活躍するための PM 研修の受講に際し、研修生に求められるものは以下

のとおりです。 

① 将来 PM 等のマネジメント人材として活躍するための強い意思・意欲を持ち、受け身で研

修を受講するのではなく、主体的に PM研修による多様な機会を活用すること。 

    ※第１ステージにおいては全ての講義、演習を受講し、積極的な姿勢で臨むことを求め 

     ます。 

② 全ての研修生と調和しつつ積極的にコミュニケーションをとり、研修生間で建設的な議

論を行っていくこと。 

③ 自らの目指す研究開発プログラム等の企画・FS活動に当たっては、科学技術的アプロー

チ（研究開発課題を設定し、科学技術によりその解決を図る）を意識しつつ、メンター

等の助言を積極的かつ真摯に求め、強い意思と柔軟な姿勢で取り組むこと。 

④ 研修の更なる向上に向けた研修期間中のアンケート、修了後の活躍状況把握のためのア

ンケートに協力すること。 

 

（５）PM研修のプログラムについて 

PM として活躍するために必要な実践的なプログラムを提供しています。 

第１ステージ（令和８年１０月～令和９年９月）（予定） 

【研修スケジュール】 

研修は、１年間にわたり原則として毎月第２金曜日及び第４金曜日の午後に、JST 東京本

部別館（千代田区）で開催します。実施時間は以下の通りです。 

     １限目  １３：００～１４：３０ 

     ２限目  １４：４５～１６：１５ 

３限目  １６：３０～１８：００ 

 ※上記とは別に、毎回１２：００～１３：００と１８：００～１９：００を、研修生同士

が自主的にグループ活動等を実施する時間として充てていただきます。 

※受講料は無料です。第１ステージの講義・演習に参加するための旅費は支給します。 

ただし、企業からの参加者については、支給対象外です。 
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    ※状況に応じ、オンライン講義を実施予定です。オンライン講義の様子は次の URL にア

クセスし、プログラム紹介動画を参考にしてください。 

     https://www.jst.go.jp/innov-jinzai/program/pm/movie.html 

 

【カリキュラム】 

   第１ステージでは、全てにおいてグループワークを中心とした実践的な講義を提供しま

す。カリキュラムの前半は、多様なプログラムに対する構想立案手法や新たな社会ニーズ

を発掘するためのアプローチや考え方を、後半では豊富な事例解析を基にした課題解決手

法や実践的な管理手法を中心とした構成となっています。 

研修では知識やスキルの習得だけでなく様々なグループワークを通して多くの気付きや 

多様な考え方を学びます。 

    研修カリキュラムの一覧は、１０ページに掲載の表を参照してください。 

【提案書】 

   第１ステージでは、カリキュラムで習得した知識や手法、グループ活動等から得られた

発想や気付きを最大限に活用して、自身が企画立案したテーマに対し、研究開発プログラ

ム等の提案書を、科学技術的アプローチ（研究開発課題を設定し、科学技術によりその解

決を図る）を活用しながら作成していただきます。 

また、提案書のテーマを策定する上で、必要な情報を得るための活動は自主的に計画し、

有識者へのインタビューや企業訪問、社会活動等を通じて調査・分析を行うことで、社会

的インパクトや市場ニーズ等を把握し、実際に得た情報や経験も提案書に盛り込んでいた

だきます。 

このような活動の支援に向け、JST は活動費として一定額の経費を負担します。 

 

第２ステージ（１年～２年） 

第２ステージでは、第１ステージで構想した研究開発プログラム等の提案書を、より確

度の高い内容にするための調査研究を通して、プログラムマネージャーに必要な能力を身

につける実践的な研修ステージとなります。 

提案書と実施計画書による書類選考並びに面接選考を行い、第２ステージに採択される

研修生７名程度（以下「実施代表者」という）を決定し、第１ステージ修了後に第２ステ

ージに進んでいただきます。 

第２ステージの期間は提案書の内容により異なりますが、最長２年とし、実施代表者の

所属機関と JST 間で委託契約を締結した上で、委託研究費として上限５百万円の実施経費

を交付します（経費の金額は、FS 活動の提案内容や実施計画、事業予算などを勘案して JST

が決定します）。 

メンターの助言も受けながら実施代表者が中心となって FS 活動を展開していただきま

す。 
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FS 活動の内容は指定しませんが、提案書との関係性の明示、明確な達成目標、実施手法、

体制や経費配分の妥当性等が求められます。 

第２ステージについての詳細は第１ステージ期間中に改めてご案内します。 

 

（６）メンターによる助言について 

メンターは、研修生が研修を受講するに当たり、担当する研修生に対して、面談等を通じ

て、以下に示すような助言を行います。 

・研修生の習得すべき知識・スキル等に関する助言 

・研修生の考えた企画を具体的な提案書とするための助言 

・第２ステージにおける「FS活動」の遂行等に必要な助言 

・その他、キャリア形成に必要な助言 
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表．第１ステージの研修カリキュラム（予定） 

区分 講義・演習内容 概要 研修方式 

想定 

時間

（hr） 

PM 研修で 

身につける力 

Ⅰ-1 事例解析 

事例と双方向レクチャーを通じて、研究開発成果の事業化に必要な実践的な知識を身

につける。またオープンイノベーションを積極的に取り組んでいる事例も紹介する。

事例の中の課題を自らの視点で抽出し、解決できるような実践的な講義を目指す。も

のごとの理解を深め、意思決定能力の向上を目的とする。 

講義・演習 4.5 全体に係わる力 

Ⅰ-2 

研究開発プログラム提案書 

発表会 

社会課題を起点とする研究開発プログラムを構想し、その提案内容と方向性を確認す

る場として発表会を年２回実施する。併せて出席するメンターから助言を頂き、得ら

れたアドバイスやコメントを提案書作成に反映させる。 

発表会 27 全体に係わる力 

Ⅱ-1 シナリオプランニング 

不確実性の本質、社会課題を取り巻く不確実な要因（政治、経済、社会、技術など）

を理解し、未来を多角的に捉える力を養う。未来の変化に対応できるシナリオを立案

し、立案した複数のシナリオを活用して、多様なステークホルダーとの課題解決に向

けた協働関係を構築できるスキルを習得する。 

講義・演習 4.5 社会ニーズを把握する力 

Ⅱ-2 ビジネスモデル 

事例と双方向レクチャーを通じて、ビジネスアイデアの事業化に必要な考え方やフレ

ームワークを習得する。特に、資金を調達する際に、ビジネスモデルは重要である。

そのため、事業家の視点だけでなく、投資家の視点からも、ビジネスモデルについて

議論する。 

講義・演習 4.5 社会ニーズを把握する力 

Ⅱ-3 イノベーション創出 

イノベーションと革新的技術や発明と何が違うのかということを理解したうえで、持

続的にイノベーションを起こすために何をすればよいのか、それに必要な思考方法、

方法論、知識を学ぶ。 

講義 1.5 社会ニーズを把握する力 

Ⅱ-4 スタートアップ概論 

大学発ベンチャーの現状やディープテックスタートアップの動向を取り上げ、直面す

る課題や資金調達の仕組みを紹介する。研究開発プログラムを構想し実行する際のリ

スクや失敗の中から成功を模索していくアプローチについて学ぶ。 

講義・演習 4.5 社会ニーズを把握する力 

Ⅱ-5 PM×コンバージェンス 

いま解決が期待されている複雑かつ困難な社会課題や、まだ可視化・言語化すらされて

いない重要な課題に取り組むためのマインドセットと共創の習得を目指す。また、研修

生間に新たなチームとプログラム・プロジェクトの構想の芽が生まれることにも期待

する。 

講義・演習 4.5 社会ニーズを把握する力 

Ⅲ-1 思考展開法 

イノベーションを引き起こす技術（商品）の事業化を目標に定め、その目標達成に向

けた研究開発計画を立案することを通し、PM として必要な企画立案能力の獲得を目指

す。 

講義・演習 12 新たな価値を創造する力 

Ⅲ-2 プログラムデザイン 
物事を多面的に捉え、共感を得る仕組みとしてデザイン思考のアプローチを理解し、

イノベーション創出のためのプログラムデザイン手法の習得を目指す。 
講義・演習 4.5 新たな価値を創造する力 

Ⅲ-3 ロジカルシンキング 

構想を立案する上で重要なアジェンダ設定能力を養うため、主張と根拠の構造化（ピ

ラミッドストラクチャー）を行い、論理構成を図式化することで、論点のコントロー

ル手法を習得する。 

講義・演習 4.5 新たな価値を創造する力 

Ⅳ-1 ファシリテーション 

国内外の様々なステークホルダーとの相互理解に基づいて、建設的な行動を引き出す

ために必要な手法を理解する。またプログラムコンセプトの企画・立案に向けたスト

ーリーを描くための未来思考シナリオの手法を習得する。 

講義・演習 4.5 プログラムを推進する力 

Ⅳ-2 モチベーションマネジメント 
プログラムマネージャーとしてイノベーションを達成するというモチベーションを向

上させる手法を、経験者の講話から導き、習得することを目指す。 
講義・演習 3 プログラムを推進する力 

Ⅳ-3 組織マネジメント 
研究開発プログラムを１つの組織として効果的に運営するためのチームビルディング

手法やリスクマネジメント手法の習得を目指す。 
講義・演習 4.5 プログラムを推進する力 

Ⅴ-1 プログラムマネジメント 

プロジェクトマネジメントにおける人的資源マネジメントに加えて、プログラムにお

ける組織をどのようにマネジメントするか、さらにその基本となるプログラムマネー

ジャーのスキルについての知識を習得する。 

講義・演習 3 プログラムを管理する力 

Ⅴ-2 知財戦略 

研究成果と知財の管理・活用は、プロジェクトの成否を握る重要な要素である。ここ

では、産学連携のプロジェクトにおける知財のマネジメントの重要性と、特に体制設

計時のポイントを理解することを目指す。 

講義・演習 3 プログラムを管理する力 

Ⅴ-3 研究倫理 

プロジェクトを実施するに際し、研究不正を未然に防ぐ手法を習得すると共に、不正

発生時に的確な対応を行うことで、その影響を最小限に抑制する手法の習得を目指

す。 

講義 

（e ラーニ

ング） 

3 プログラムを管理する力 
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II.公募・選考について 

（１）公募・選考スケジュール 

公募期間：      令和８年４月２２日（水）～６月８日（月）正午 

書類選考：       令和８年６月 

書類選考結果通知：令和８年７月上旬 

面接選考：     令和８年７月下旬までに実施(*) 

採択者決定通知：  令和８年９月 

開講式：      令和８年１０月中旬 

(*)面接予定者には、面接日時を通知（メール）いたします。 

 

上記スケジュールは、前後する可能性があります。以下の PM 研修のホームページ（以下「ホ

ームページ」という）で最新情報を確認してください。 

   https://www.jst.go.jp/innov-jinzai/program/pm/koubo.html 

 

（２）採択予定人数 

２０名程度を予定しています。 

 

（３）応募者の要件 

原則として、以下の①のいずれか、及び②、③、④の全ての要件を満たしていること。 

① 実務経験 

ａ. 大学・研究機関等において、研究開発活動に従事した経験を有する者、またはリサー

チ・アドミニストレーター（URA）もしくは URA と同等の業務に従事した経験を有す

る者 

ｂ. 企業等において、新製品や新事業の企画、事業化または研究開発に従事した経験を有

する者 

ｃ. 国内のファンディング・エージェンシー（FA）等において、研究開発プログラムを担

当した経験を有する者 

② 研修への参加 

研修カリキュラム（１０ページ参照）を全て受講し、かつ研究開発プログラム等の提案

書を作成し、指定された日時に提出する意思があること。 

③ 所属機関の承諾 

PM 研修への応募及び研修の参加に際しては、事前に所属機関の責任者（本件の承諾権限

を有する方）の同意を得ること（応募者提出書類 様式５）。 

なお、応募時点で組織に所属していない方は、旧所属先などに依頼して推薦状を提出して

ください。推薦状の様式は自由ですが、推薦者の氏名、所属機関、役職名、連絡先等を明記

してください。 
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④ その他 

応募時に、研究活動における不正行為もしくは研究費の不正受給や不正使用に関わる参

加資格の制限などに抵触していないこと。 

 

（４）選考方法 

・選考基準に従って、委員会による書類選考及び面接選考を予定しています。 

・書類選考に合格した応募者に対して面接選考を実施します。 

・最終選考結果は合否にかかわらず書面で通知（メール）します。 

 

（５）選考基準 

JST が指定したテーマに従って期日までに提出された小論文の審査に加えて、面接選考で

は本事業で重視する以下の人物像の審査も行います。 

① 他者との関係構築、熱意 

新しいことにチャレンジして物事を成し遂げようとする情熱や意欲を持ち、率先して

人々を動かすリーダーシップ、コミュニケーション能力、他者を巻き込む力、人と協働し

て実現する協働力 等 

② 自身の能力、ポテンシャル 

幅広い知識と専門性、課題発見力、課題解決力、本質をつかむ洞察力、知識応用力、独

創性、考え抜く力 等 

 

（６）利害関係者の排除 

JST 事務局において、委員会と応募者が利害関係にあると判断した場合、選考の公正性が

保たれるように対応します。 

 

（７）秘密保持 

応募者が提出した応募書類について、応募者の利益の維持、「独立行政法人等の保有する個

人情報の保護に関する法律」その他の観点から、委員会、JST 並びにメンターは、選考以外の

目的に使用しません。審査の過程で知った個人情報及び審査内容に関する秘密は厳守し、他

の情報と区別し、善良な管理者の注意義務をもって管理します。 

研修生には、研修修了後も有効な、守秘に関する誓約書を提出頂きます。また、研修生へ

助言を行うメンターについても、秘密保持を義務づけています。 

 

（８）選考結果の公表 

応募者の氏名・所属などの個人情報並びに小論文（プログラム）テーマ名称及び内容は一

切公表しません。 
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（９）応募に際しての注意事項 

公募・選考期間中（公募開始から採択結果通知まで）に、委員会及び JST 事務局に対して、

選考に影響を与える行為を禁止します。当該行為があった場合には、当該行為者の氏名及び

その旨を公表するとともに、態様によっては不採択とする場合があります。 

第三者を介して行う場合も、これと同様とします。 

 

（１０）研修生資格の中断・取消 

研修生が以下の項目に該当する場合、JST は当該研修生の参加資格を停止または将来に向

けて取り消すことができるものとします。 

① 応募において、虚偽の申告を行ったことが判明した場合 

② 研修において、他の研修生の参加の妨げとなる迷惑行為等が判明した場合 

③ 講義・演習への出席率等の理由により、修了条件を満たす見込みがないと JST が判断し

た場合 

④ その他 JST が研修生として適格性に欠けると判断した場合 

 

III．応募方法について 

（１）応募方法 

応募に当たっては、次の（２）に示す提出書類（Microsoft Word）を以下の公募情報から

ダウンロードし（６様式・計４ファイル）、記入した各様式を以下の応募先からファイル単

位でアップロードしてください（各ファイルは圧縮せず、パスワードも設定しないでくださ

い）。なお、アップロードの際、応募者の基本情報や各種設問に、ご回答いただく必要があ

ります。 

 

① 締め切り：令和８年６月８日（月）正午 

② 公募情報：PM研修（プログラムマネージャーの育成・活躍推進プログラム） 

       https://www.jst.go.jp/innov-jinzai/program/pm/koubo.html 

③ 応募先：②と同じ（「第12期PM公募（様式アップロードはこちら）」をクリック） 

 

締め切り後は、一切受理いたしません。システムの予期せぬ不具合等が発生する可能性が

ございますので、余裕をもってご提出ください。なお、提出書類を受信した後、受付メール

を送信しますが、届かない場合、巻末に記載のJST事務局に至急お問い合わせください。 

 

（２）提出書類 

 応募者は以下の①～⑥の書類を作成し、締め切りまでに提出してください（⑥は任意書類

ですので、所属機関と相談してください）。配送及びメールによる書類の提出は受理しません

のでご留意ください。 
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※紙書類や各種記録メディアでの提出は不可とします。 

※提出ファイルの形式はMicrosoft Wordのみとします。 

※提出書類の白黒・カラーは問いませんが、審査が適切に実施できるように配慮してくださ

い。 

 

［提出書類一式］ 

① 応募者の基本情報【様式１】 

② 小論文【様式２】 

※科学技術的アプローチ（研究開発課題を設定し、科学技術によりその解決を図る）を 

 活用して作成してください。 

③ PMとして求められる能力の自己評価【様式３】 

④ 個人情報の取扱いに関する同意書【様式４】 

⑤ 所属機関の同意書【様式５】 

⑥ 所属機関における上長等の連絡先【様式６】（任意） 

 

（３）注意事項 

① 書類の提出後、書類の不備等による書類の修正、差替は一切受け付けません。 

② 選考過程において、JST事務局から応募内容等について問い合わせを行うことや、追加

資料の提出を求める場合があります。 

③ 提出書類に不備がある場合、提出書類に法令違反・公序良俗違反の内容を含む場合、こ

の公募要領に規定する形式に反する場合は、応募書類として受理しないことがありま

す。 

    ④ このプログラムは JST 事業の一部として行われるもので事業評価の対象となります。

採択された研修生及びその所属機関には、研修中及び研修終了後に事業評価等に必要

な情報の提供等をお願いする場合がありますので、あらかじめご了解ください。 
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プログラムマネージャー 

の育成・活躍推進プログラム 

（PM 研修） 

 

     令和８年度（第１２期） 
応募者提出書類様式(記載要領) 

 

【注意事項】 

 

○提出時点における情報を記入してください。 

○表内の各枠の高さは必要に応じて変更を認めますが、横幅は変更を認めません。 

○様式１、様式２はそれぞれ合計３ページ以内としてください。各項目の記載量は任意です。

太字・下線及び図画の使用については、それぞれ「※文字装飾可」、「※図画可」の記載があ

る項のみ認めます。 

○書式設定は変更しないでください。 

 サイズ：A4サイズ、余白：やや狭い、行間：固定値 18pt 

 文字フォントは BIZ UD ゴシックとし、本文フォントサイズは 10.5 ポイントとします。 

○提出書類に審査を困難とする不備がある場合は、不受理といたします。「審査を困難とする不 

備」とは、提出書類各様式の抜け、査読を困難とする文字化け、提案書記載項目の重大な記

載漏れ等を指します。なお、JST は、提案の受理・不受理を問わず、募集締め切り時刻までに

発生する提出書類の不備についての一切の責任を負いません。従って、応募締め切り時刻ま

でに、JST は応募者に事前確認のうえでの提出書類の訂正もしくは応募者に対する訂正依頼

行為の一切を行わないことにつき、あらかじめご承知おきください。また、提出された書類

は返却いたしません。 

○応募者より提出いただいた個人情報は、PM 研修募集の目的の達成以外には使用されません。

JST の個人情報保護及びプライバシーポリシーは下記 URL から閲覧可能です。 

https://www.jst.go.jp/pr/intro/johokokai.html 

https://www.jst.go.jp/privacy.html 



 

- 16 - 
 

１．応募者の基本情報（様式１） 

 応募者のこれまでの経験等をもとに、PM になるための適性を総合的に見るために、以下（１）

～（３）の内容について記載いただくものです。３ページ以内にまとめてください。 

 

（１）応募者の基本情報 

所定の欄に記入をお願いします。 

 

（２）略歴 

① 学歴（大学卒業以降） 

② 職歴（主な職歴と職務内容） 

③ 主な経験・実績（応募者がこれまでに従事したプログラム、プロジェクト、マネジメン

トに関する主なもの 5 つ以内。） 

 

（３）応募者のこれまでの経験等 

① 応募者の経験について 

上記（２）③の中から、下記について該当する項目を選択して（複数選択も可能）具体 

的に記載してください。 

・自身が困難を乗り越えた体験。また、その困難をどのように乗り越えたのか。 

・自身の成功体験。また、どのようにして成功に導いたのか。 

・自身の失敗体験。また、失敗要因について。 

 

② 自己分析と学びの動機について 

上記①の経験から、自身が何を学んだのかを具体的に分析してください。また、PM に求

められる「PM人材像」（P.4 の図１③）について、現時点での自己評価とともに、この研修

で何を学びたいのかを記載してください。 

 

③ 研修終了後のキャリアイメージについて 

    本研修終了後の、自身のキャリアイメージと目指す PM像について記載してください。 

 

２．小論文（様式２） 

（１）目的 

この小論文は PM としての適性を見ることを目的に作成していただくものです。研究者や多

様なステークホルダーとともに分野融合的な新しい取組をプロデュースする人材としてのPM

の立場になって、所属機関の目標に留まることなく、目的意識をもって社会課題を解決して

いくことを目標として小論文を作成してください。 

 また、産学連携や大学・公的研究機関における研究開発成果を、社会で活用できる形へと

実用化・社会実装していく取組、さらにその過程で科学技術的アプローチ※を通じて新たな

イノベーションを創出するという視点も踏まえて作成してください。 

※研究開発課題を設定し、科学技術によりその解決を図ること。 

 

  



 

- 17 - 
 

（２）小論文の構成 

 下記に示す①～③の構成で、チャート図やイラスト等も含め３ページ以内にまとめてくだ

さい。なお、①～③の中で示す記載の留意事項については例として示すものであり、応募者

の考えにより必要な記述をしても構いません。 

① 社会課題の設定 

・所属機関の目標に留まることなく、下記に示す第７期科学技術・イノベーション基本計

画や SDGs 等のいずれかに関連させて、応募者自らの視点で捉えた社会課題が関係する施

策や目標を選択し、関連する番号を記載してください。複数に跨っても構いません。 

・選択した施策や目標に関係し、解決したい社会課題について、以下の点なども含めて具

体的に記述してください。 

  ✔選択した社会課題について現状では何が問題になっているのか。 

✔現状とあるべき姿との乖離は何か。 

✔なぜ、その課題を解決したいと考えるのか。 

 

■第７期科学技術・イノベーション基本計画（*1）（抜粋） 

第１章 基本的考え方 

3.目指すべき未来社会 

今後、目指すべき国の姿は、従来の Society 5.0 を念頭に置きつつ、過去５年間の変

化も踏まえ、科学技術・イノベーションの力によって持続的な経済発展を実現し、それ

によって様々な社会的課題の解決を強力に推進できる「強い経済」が実現でき、高度な

科学技術の社会での普及によって信頼と秩序のソフトパワーを国際的競争力にまで高

めている社会である。これを踏まえて、目指すべき未来社会を以下のとおりに定義する。 

・ 科学技術・イノベーションの強力な推進により、ＡＩや量子といった新たな技術領 

域における成果創出が進展し、持続的な経済成長が確保され、このような経済の持続

的成長が、更なる科学技術・イノベーションを生み出す好循環（成長する、サステナ

ブルなエコシステム）を作り出し、それにより様々な社会課題解決への道筋が提示さ

れるとともに、国家安全保障が確保されている「豊かで安全・安心な社会」。 

・ こうした科学技術の力により、経済的な豊かさだけではなく、質的な豊かさや多様 

さ、さらには心身の健康を実現し、国民一人ひとりが生きがいを持って社会参加を続

けることができ、誰もが心身ともに「豊かで」「活力があり」「希望にあふれた」人生

を送ることができる、一人ひとりの多様な well-being にチャレンジし、実現できる

社会。 

(*1)（参考）第７期科学技術・イノベーション基本計画 

https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index7.html 
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■持続可能な開発目標（SDGs） 

持続可能な開発目標（SDGs）は、2015 年 9月の国連サミットで採択され、「誰一人取り

残さない」 持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のため、2030 年までを期限と

する 17 の国際目標。 

（参考）持続可能な開発のための 2030 アジェンダ 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/000270935.pdf 

 

② 社会課題を解決するための科学技術的アプローチ 

・その課題解決に向けて自分自身がどのように仮説を立て、取り組むのかを考え、応募者の 

視点で科学技術的アプローチ（研究開発課題を設定し、科学技術によりその解決を図る）

による研究開発成果の実用化等を目指すプログラム案(*2)を記述してください。 

・想定される市場からの需要、従来技術などを記述してください。 

・提案するプログラムは、所属機関での取組に閉じるものではなく、研究機関や企業、行政

機関等の協力者と共に実施することを想定してください。 

 

  (*2) ご自身の所属機関や周辺環境への不満、課題認識をベースとした政策提言を含む 

が、その成果が所属機関や特定の領域における研究効果・効率の改善にとどまらず、社会

課題の解決に実質的に寄与するものであること。 

 

③ 課題解決に向けた PM としての行動 

・自身が PM として、どのような行動やマネジメントをするのか、また、プログラムを実施し 

て課題を解決することによりイノベーション創出等、どのような価値が生まれるのかを記

述してください。 

 

上記の①②③の関係は下記を参考にしてください。 
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（３）作成に当たっての注意点 

・小論文は様式２に記載すること。 

・冒頭に５００字以内で【概要】を記載すること。 

・参考文献があれば末尾にまとめて記載すること。ただし、参考文献のページは上記３ペー 

ジ以内の規定の対象外とする。 

・その他、書類様式に関する注意事項を参照すること。 

・記載する内容について、所属機関の了解が必要な場合には、必ず了解を得てから提出する 

 こと。 

 

３．PM として求められる能力の自己評価（様式３） 

 PM 研修で身につける力（P.4 の図１④）について、求められる各能力が現時点でどの程度、

身についているか、その程度を数字で自己評価してください（第１ステージの修了時や第

２ステージの中間、修了時の能力伸張の度合いについて、本データを参考にします）。な

お、本自己評価により審査に影響することはございません。 

 

４．個人情報の取扱いに関する同意書（様式４） 

 押印は省略いたします。応募時に本様式をアップロードする際、押印に代えて、チェック

ボックスへのチェックをもって、応募者が同意したものとみなします。 

 

５．所属機関の同意書（様式５） 

 応募時点で機関に所属していない方は、旧所属先などに依頼して推薦状を提出してくださ

い。推薦状の様式は自由ですが、推薦者の氏名、所属機関、役職名、連絡先を明記してく

ださい。 

 なお、押印は省略いたします。応募時に本様式をアップロードする際、押印に代えて、チ

ェックボックスへのチェックをもって、所属機関の責任者が同意したものとみなします。 

 

６．所属機関における上長等の連絡先（様式６） 

 JST は、所属機関としての研修生のキャリアプラン等に関するご要望、個々の研修生の経

験や能力等を踏まえたきめ細かな研修実施に努めます。研修実施にあたり、必要に応じて

所属機関の上長様等と直接意見交換を行わせていただくことを予定しており、その際の連

絡先をご記入ください（本様式のご提出は任意です）。 
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１．応募者の基本情報 

※様式１は A4用紙【３ページ】以内（厳守）。書式設定（P.15）に従い、記入例等は削除のこと。 

（１）応募者の基本情報 

氏名（フリガナ）  

性別/年齢      ／     歳 

所属機関  

部署／役職                      ／ 

連絡先(所属機関) 

住所：（〒          ） 

電話番号： 

メールアドレス： 

 

連絡先(個人) 

 

住所：（〒          ） 

携帯番号(*)： 

メールアドレス： 

(*) 面接選考日の緊急時連絡先等に使用します。 

選考結果の連絡先 ☐所属機関  ☐個人 

PM 人材の 3 類型 
公募要領（P.3 （１）②）から最も近いと思う類型を１つ選択してください。 

☐ ｉ）  ☐ ii）  ☐ iii） 

（２）略歴 

①学歴（大学卒業以降） 

（記入例） 

平成／令和◯◯年  ◯◯大学◯◯学部卒業 

平成／令和◯◯年  ◯◯大学大学院◯◯研究科修士課程○○専攻修了 

平成／令和◯◯年  ◯◯大学大学院◯◯研究科博士課程○○専攻修了 

平成／令和◯◯年 博士（◯◯学）（◯◯大学） 取得 

②職歴（主な職歴と職務内容） 

（記入例） 

平成／令和◯◯年～◯◯年 ◯◯株式会社◯◯開発部（◯◯◯◯◯について開発） 

平成／令和◯◯年～◯◯年 ◯◯大学特任准教授（◯◯◯◯◯◯に関する研究に従事） 

平成／令和◯◯年～◯◯年 ◯◯株式会社◯◯事業部（◯◯◯◯◯事業担当） 

③主な経験、実績（応募者がこれまでに従事したプログラム、プロジェクト、マネジメントに関す 

 る主なもの 5つ以内。） 

（記入例） 

 平成／令和◯◯年～◯◯年 ○◯◯プロジェクト 

 

様式１ 基本情報 
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（３）応募者のこれまでの経験等 

① 応募者の経験について ※文字装飾可 

 

 

② 自己分析と学びの動機について ※文字装飾可 

 

 

③ 研修終了後のキャリアイメージについて ※文字装飾可 
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２．小論文 

※A4 用紙【3 ページ】以内(厳守／参考文献一覧のページ除く)。書式設定（P.15）に従い、記入例等は削除のこと。 

解決するべき社会課題 例）リサイクルや未利用資源活用、循環型社会形成 

小論文（プログラム） 

テーマ 

例）持続的な成長と社会に必要な資源・素材を確保するため、効率利用

とリサイクルの推進を通じて、天然資源の量の有限性を克服する。 

解決すべき社会 

課題の分野の理由 

例）資源のリサイクル、有効利用が不十分であるため 

 

 

 

 

【概要】（500 字以内。文字装飾可） 

※科学技術的アプローチ（研究開発課題を設定し、科学技術によりその解決を図る）を活用して作

成してください（作成後に本文章は削除のこと）。 

 

【本文】（文字装飾可。図画可） 

※科学技術的アプローチ（研究開発課題を設定し、科学技術によりその解決を図る）を活用して作

成してください（作成後に本文章は削除のこと）。 

 

 

 

様式２ 小論文 
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３．PM として求められる能力の自己評価 

 PM研修で身につける力について、求められる各能力が現時点でどの程度、身についているか、

その程度を数字で自己評価してください。本自己評価により審査に影響することはございませ

ん。 

 

 

１ 十分身についていると思う。  ２ ある程度身についていると思う。 

３ 不足していると思う。     ４ ほとんど身についていない。 

 

 

PM 研修で身に

つける力 
求められる能力 

現時点での 

自己評価 

（１〜４） 

社会のニーズ

を把握する力 
ニーズを発掘するための適切な調査を実施できる  

新たな価値を

創造する力 

必要な研究開発の評価解析ができる  

戦略を立案することができる 

（コスト、技術水準、新規市場参入、マーケティング等） 
 

適切なビジョン、目標設定ができる  

新技術を見出す調査、解析ができる  

新技術開発に必要なコスト、期間を見積もれる  

高度な専門性への対応ができる（人的ネットワーク等）  

事前評価に必要なチーム形成ができる  

発想の転換ができる  

中核となるリーダーを見つけることができる  

プロジェクトを魅力的に見せる資料作成、説明ができる  

プログラムを

推進する力 

必要なスキルメンバーを特定、集めることができる  

関係者との信頼関係を構築できる  

リスクの予測ができる  

プログラムのポジショニングを確定できる  

社会変化に対応できる柔軟性がある  

方向性を一定に保ち、適切な指標を設定できる 

（技術、スタッフ、資金の全てにおいて） 
 

状況変化等による障害を事前に予測できる  

状況変化に対して適切に対応できる  

様式３ 自己評価 
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プログラムを

管理する力 

進捗管理ができる  

適切なスタッフを配置できる  

適切な資金配分ができる  

チームのモチベーションを維持できる  

管理能力がある  

PM としての 

総合力 

コミュニケーション能力がある  

積極性がある  

情報収集能力がある  

本質を見抜く力がある  

客観的視点で見ることができる  

先見性がある  

チャレンジ精神がある  

柔軟性がある  

専門知識が身についている  

決断力がある  

説得力がある  

組織の枠を超えた研究成果の出口戦略を描き実行できる  
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４．個人情報の取扱いに関する同意書 

 

 

国立研究開発法人科学技術振興機構 殿 

 

個人情報の取扱いに関する同意書 

 

 

令和８年４月２２日付で国立研究開発法人科学技術振興機構(以下「JST」という)が公募

したプログラムマネージャーの育成・活躍推進プログラム(以下「PM 研修」という)に応募

するにあたり、私が JST 宛に提出した個人情報（以下「個人情報」という）が、PM 研修募

集の目的の達成に必要とされる範囲内で、JST内で利用され、かつ共有されること、及びそ

れに基づく手続きの一環で私宛に JST から個人情報に関する照会があり得ることに同意し

ます。 

 

以上 

 

 

 

 

 

                令和８年   月   日 

 

住所 

 

 

氏名                 （押印省略）

様式４ 個人情報同意 
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５．所属機関の同意書 

 

 

 

国立研究開発法人科学技術振興機構 殿 

 

 

所属機関の同意書 
 

 

当機関は、令和８年４月２２日付で国立研究開発法人科学技術振興機構が公募した

プログラムマネージャーの育成・活躍推進プログラム(以下「PM 研修」という)の内容

を理解しており、当機関に属する以下の者（以下「応募者」という）の応募書類の記

載内容を確認し、この PM 研修に応募することを承知しています。 

また、選考に合格した際は、応募者が PM研修に参加することに同意します。 

 

以上 

 

 

 

令和８年  月  日 

 

       

応募者氏名                

             

             責任者 

所属機関： 

部署  ： 

役職  ： 

氏名  ：               （押印省略） 

  

様式５ 所属機関同意 
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６．所属機関における上長等の連絡先（任意） 

 

 

所属機関： 

     

部署： 

 

役職： 

 

氏名： 

 

住所：（〒   ） 

 

電話番号： 

 

メールアドレス：

様式６ 上長等連絡先 



 

 

 

【JST事務局及び問い合わせ先】 

〒102-8666 東京都千代田区四番町5-3 サイエンスプラザ 

国立研究開発法人科学技術振興機構 人財部科学技術イノベーション人材育成室公募担当 

Email：innov-jinzai[at]jst.go.jp  （注） [at]は＠に置き換えてください。 

Tel：03-5214-8446 

 

受付時間：10:00～12:00／13:00～17:00（土日祝祭日を除く）  

 

ホームページ：https://www.jst.go.jp/innov-jinzai/program/pm/index.html 

公募情報：https://www.jst.go.jp/innov-jinzai/program/pm/koubo.html 

 

※緊急の場合を除き、お問い合わせは極力電子メールでお願いします。 

※審査対象となるご質問や個別の提案に係る選定経過等に関しては、一切回答できませ 

 ん。 

※本公募に関する「よくある質問と回答（Ｑ＆Ａ）」は、公募情報を参照してください。 


